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平成30年１月29日 

各  位 
会 社 名 東京都千代田区永田町二丁目11番1号

アルコニックス株式会社 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長 正木 英逸
 （コード番号：3036 東証一部） 

問合せ先
取締役専務執行役員 
財経本部長 

宮﨑  泰

 TEL 03-3596-7400 

 
連結子会社間における合併に関するお知らせ 

 
 当社の中間持株会社であるアルコニックス・フジ株式会社と同社の連結子会社である株式会社富士プ

レスは、平成30年１月１日を合併期日とする株式会社富士プレスを存続会社とした吸収合併を実施し、

完了したことをお知らせいたします。 
 なお、合併に関する事項については当社の連結子会社間における合併であるため、開示内容を省略し

て記載しております。 
 

記 

 
１．合併の目的 
  当社の中間持株会社として設立したアルコニックス・フジ株式会社は平成 29 年４月５日に株式会社富士

プレスの全株式を取得し、連結子会社といたしました。連結子会社化後の当社グループによる同社の運営

は順調に推移し、また同社の取引先においても、当社グループの連結子会社としての認識が浸透した

ことから、株式会社富士プレスを存続会社とするアルコニックス・フジ株式会社との吸収合併を行い

ました。なお合併に際して、当該中間持株会社の連結子会社であった株式会社サンナ工業も併せて吸

収合併いたしました。 
 
２．合併の要旨 

（１）合 併 の 日 程   

 
合併承認株主総会及び取締

役会 
平成 29 年 11 月 27 日 (合併当事会社) 

 合併契約書締結 平成 29 年 11 月 27 日 (合併当事会社) 
 合併効力発生日 平成 29 年 12 月 26 日  
 合併期日 平成 30 年１月１日  
 取締役会（合併完了報告） 平成 30 年１月 29 日 (合併当事会社) 
（２）合 併 方 式   

 
株式会社富士プレスを存続会社とする吸収合併とし、アルコニックス・フジ株式会社は消

滅いたしました。また本件合併に際し、株式会社富士プレスはアルコニックス株式会社へ、

同社株式 5,200 株の交付を行います。 

（３）消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取り扱い 

 該当する事項はありません。  
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３．合併当事会社の概要（平成 29 年 12 月 31 日現在） 

(１）商     号 
株式会社富士プレス 

（合併会社） 
アルコニックス・フジ株式会社 
（中間持株会社・被合併会社） 

(２）業 務 内 容 
・自動車向け精密プレス部品、及び機

械部品の製造並びに販売 

・上記に附帯する一切の事業 

・金属プレス製品の加工、販売 

・金属、合成部品の加工 

・プレス機械、金型製造機械の販売

・各種機械、器具部品の製造、販売

・上記に附帯する一切の事業 
(３）設 立 年 月 昭和 34 年９月 平成 29 年２月 

(４）資  本  金 52 百万円 52 百万円 

(５）発行済株式総数 5,200 株 5,200 株 

(６）総  資  産 7,899 百万円(注)１． 3,228 百万円(注)１． 

(７）純  資  産 3,152 百万円(注)１． 28 百万円(注)１． 

(８）決  算  期 ３月 31 日 ３月 31 日 

(９）従  業  員 247 名 － 

(10）主要取引先 大手自動車部品メーカー等 － 

(11）株主構成 アルコニックス・フジ株式会社 100％ アルコニックス株式会社 100％ 

   (注)１．合併会社である株式会社富士プレス、及び被合併会社であるアルコニックス・フジ株式会

社の総資産及び純資産の額は、平成 29 年 12 月 31 日現在の数値であります。 

     ２．今般の吸収合併により消滅会社のアルコニックス・フジ株式会社の連結子会社である株式会社

サンナ工業も同時に吸収合併・消滅いたしました。同社は株式会社富士プレスの創業者一族によ

り設立された、同社製品の検査工程専門会社であります。同社の平成 29 年 12 月 31 日現在にお

ける総資産並びに純資産の額はそれぞれ 680 百万円、及び 646 百万円であります。 

 
４．合併後の状況 

（１）商     号 株式会社富士プレス 

（２）代  表  者 代表取締役 安藤 正敏 

（３）所  在  地 愛知県大府市北崎町井田１１８番地 

（４）主な事業の内容 
・プレス金型並びに加工、及び機械部品の製造並びに販売 

・上記に附帯する一切の事業 

（５）決  算  期 ３月 31 日 

（６）資 本 金 の 額 52 百万円 

 
５．今期の業績見通しに与える影響について 

   本合併は、当社の連結子会社間における合併であるため、合併による連結業績への直接的な影響は

ありません。 
 

以 上 


